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石油温風願機 

CFF-VK41G 

[密閉式石油ストース 

取扱説明書 


このたびは、お買い上げいただき、ありびとうございました。 

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、ご家族全 
員で安全に正しくお使いください。 

お読みになった後、「保証書」ととちに大切に保管し、必要な 
とさにお役立て < ださい。 




必ず良質の I 打油を使用してください。 


mr\ 

、 SAVE ノ 


省エネで守る環境豊かな暮6し 



VJk で 


お手入れ•その他 


2益諸設 g 


ご使用の前に ■使い かた 










































































安全のため必ずお守り < ださい 

ま全に使用していただくための重要な項目ですので必ずお読みください。 


•ここに示した事勒ホ、ま全に関ずる重大な内容の記載でず。表示と意味は;夕のようになっていまず。 


A ち巧 (DANGER) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負 
ラ危険、または火災の危険び差し迫って生じることび想定される内 
容を示しています。 


/'mi A oivMiv ■ 一、 この表を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負 
ZIa 言 口 IvwAnlMIIMUJ う可能性、または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ミ A I rrinivi 、 この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負う可能 
な 局 1 し / \U I IUIMJ ，性や物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


(§) 

1 

絶対に触れないでください。 

(D 

絶対に分解 • 修理-改造はしないでください。 

處 

必ず電源プラグをコンセントか5巧いてくだ 
さい。 


0 

1 

してはいけない「禁止」事項です。 

〇 

しなければな日ない「指示」事項です。 

必ず実施してください。 

A 

「注意」事項です。 

J 


A ち巧 ( DANGER ) 


♦ 


ガソリン厳禁 



\^| GASOLINEfe (^ 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 


V 

禁止 

义災の原因になりまず。 



A 警告 （ WARNING ) 



巧類、紙などで温風吹出 □ (ルーバー）や空気取入 □ 
(フィルター）をふさびないで < ださい。 

义災の原因になりまず。 


スプレー宙に注意 


爆がるよ 


禁 




スプレー生やカセットこんろ用ボンベなどを、温風 
の当たるところに放置しないでください。 

熱でスプレー吿の圧力び上びり、爆発して、危険です。 



給排気筒（管•ホース）びはずれたまま使用しない 
でください。 

はずれていると運転中に排気ガスが室内にちれて、 
を険でず。 


給が気筒トップ巧そくを巧 



給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで使用 
しないでください。 

ふさがれているとをは、除雪してください。 

閉そくしていると運転中にが気ガスが室内にもれ 
て、を険でず。 












































分解修理の禁止 


分解禁止 

故障-破損した日使用しないでください。 

す完をな修理は、を険です。 


を質な油禁止 

禁止 

変質灯油、不純灯油（ミちれた油、水のミ居じっている 
灯油など）を使用しないでください。 

異常燃焼のおそれがありまず。 


局温部接触禁止巧つし、よ-'.' 

接触禁止 

燃焼中や消火直後は、ルーバー、給排気筒トップに 
手などふれないよラにミ主意してください。 

やけどのおそれがあります。 


A 長時間使用しないとをは電源 
をプラグを巧く 

電源プラグ 
を巧く 

長時間使用しないとさやお手入れのとさは、電源プ 
ラグを巧いてください。 

义災や予想しない事故の原因になりまず。 



温風に直接当た6ない 




温風に直接長時間当た日ないでください。 

ほミ品やけどや脱水症状になるおそれがあります。 


給が気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップ 



© 



給排気筒トツプの近くに、灯油や可燃物など引乂の 
おそれびあるちのを置かないで<ださい。 

义災のおそれがありまず。 


改造使用の禁止 




改造して、使用しないでください。 

また、ス I -ーブゃ給排気筒には床暖房用の熱交換器 
などを、取り付けないで<ださい。 

义災やが気ガスが室内にもれる原因となりを険です。 



定期点巧の実施 





定期的 （2 年に]回程度）に点検•整備を受けてください。 
点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や事故 
の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い巧めの販売店や資格ちのいる店 
に依頼してください。 


ご自身での据付け-巧設工事の厳禁 




お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼ください。 
(ス I -ーブを移設させる場合ち同じです。） 




巧解禁止 


ち全のため必ずお守りください 


ご使用の前に 
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力ーテン、可燃物近接禁止 


カーテン、障モなどの燃えやすい物を近づけないで 
ください。 

义災が発生するおそれがありまず。 

可燃物との離隔距離については標準据付け例 
に7ぺージ）を参照してください。 


指や異物を入れない 




腰をかけたり物をのせない 



ぼ 

れ 

る 

ぶ 




やけどのおそれや、漏電、故障のおそれがあります。 


引义物の近く 




回驗 


ガソリン、ベンジン、プ□パンなど引火性の危険物 
の近くでは使用しないでください。 

义災のおそれがありまず。 


異常時使用禁止 


禁 

におい、ススの発生、炎の色など異常を感じたとさ 
は使用しないで<ださい。 

異常燃焼のおそれがあります。 



〇 


電源プラグは確実に是し込む 


実施 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込ん 
でください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用し 
ないでください。 

义災の原因になります。 

めれた手での巧さ差しはしないでください。 

感電の原因になります。 


〇 


電源プラグのお手入れを 


実施 

ときどきは、電源プラグをなき、ほこりおよび金属 
物を除去して < ださい。 

ほこりなどがたまると湿気などで絶縁す良になり、 
义災の原因になります。 


温風吹出口や空気取入口などに指や異物を入れない 


でください。 

けがや义災のおそれがありまず。 


f 

給油時消义 

〇 梦レてから 

実 化街 

、 

ださい。 

給油は必ず消火してか日行ってく 

义災のおそれがあります。 


つ油もれ職 氏 

?? y 

給油ロロ金は確実に締めてくださ 
給油ロロ金を下にして、油ちれ/ 
てくださし、。 

給油□□金が確実に締まってい/ 
がはずれて、义災のおそれがあり 
^ _ 

もれてるよ 

い。 

〕けよいことを確認し 

3：いと、簡単に□金 
まず。 

•< 


安全のため必ずお守り <ださい 
A を意 （ CAUTION ) 


物 SS いで 



§ 
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0 


禁止 


〇 


実施 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くとさは、コードを持って引さ抜かないでください。 

電源コードが断線し、义災や感電の原因になります。 

人のいない場所では使用しない 

動.植物を育成-栽ちする温室や飼育室など人のいない場所では使用しないでください。 
動•植物に悪影響をあたえることになります。 


水のかかる場所では使用しない 

プールサイド等の水のかかるおそれのある場所では使用しないでください。 
漏電や故障のおそれがありまず。 


高地で使用するには 

別紙「高地および延長給排気で使用する場合」を参照してください。 




•口油の廃棄 

巧油の廃棄処分は、灯油をお買になつた販売店にご相談ください。 


r このマークの中の数字は、説明のあるぺージです。 


効果的に使用するには 



ご使用の前に 


ち全のため必ずお守りください 
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各部のなまス 

外観図 

※わかりやすくするために配線類を省略した図です。 

~WWl 


給油タンク扉 


操作部-表示部 


風吹出 □ 
ルーバ ー) 


のぞを窓 



給油タンク 
油量計 

《暗い所でを油量計び 
光ってねか0やずいよ 
ラに蓄光なを使ってい 
まずび、蓄光部はじゅ 
ラぶんに光をあててお 
かないと光りません 

□金八ンドル 

※立てた状態です 

さゆラゆこ5 くちがね 

給油ロロ金 
パッキン(黒） 

<〇 


吕吕で 


※な<さないで<ださい 


この位置でな油の 
残量は約] L です 


^—給油フイルター 


給油□スト レーナ 


油受ざ5 


r このマーク①中の数字は、説明のあるぺージです。 


























































背面 


背面カバー（上） 


化粧ビス 

背面カバー(上）を 
固定します。 


吕が 


排気筒はずれ検知 
(排気筒センサー) 

I 


給気ジョイン 


給排気筒 


(給排気筒トップ） 

1 

劉 J 巧 



ジョイント 

隊日 1 

固定金具 



フアンガード 

ごみやほこりびたまる 
と途中で消火したり、 
点検（そうじ）ランプ 


び点打します。 l 23 j ^ 


排 気 筒 
(排気筒カバー付） 

背面カバー 
給気ホース 


電源コード 


電源プラグ 

※交流10 0 V 専用 


ご使用の前に 


各部のなまえ 
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各部のなまス 


操作部-表示部 

※図は説明のため全部点打した:!犬態です。 




























































表示切替スイッチ 
(表示ランプ） 
温度表示、時刻表示 、タイマー 
時刻表示を選びまず。 

ミ品度ランプ点!打… 

設定温度と現在温度を表示 
している 




時刻ランプ点な… 

現在時刻を表示している 


タイマーランプ点な… 

おはよラタイマー時刻を 
表示している 


亞 




燃焼切替スイッチ 
(燃焼切替ランプ） 

倍動)を巧ずと設定温度で燃焼する 
自動燃焼モードでず。 

胃 （§)($) (§) は選んだ燃焼量で燃焼ずる 
燃焼固定モードでず。 


鄙 


点検歷 ]£ 


(そラじ） 


ニュ- □ チトイルド 
秒速点乂 □ック 

3が押す 


i 跑帛帛 I 貞お帛貞 S 胃 

^陋.’陋 


燃焼切替 


運転 


おやずみタイマースイッチ 
(おやずみタイマー ランプ） 

消义専用タイマーです。 

巧してか5約1時間運転し、消义しまず。 

点打…おやすみタイマー運転中 


iir が 



運おスイッチ 
(運転ランプ兼用） 

運乾の r 入」 r 切 J をします。 
点な…運転中 


uT 


おはよラタイ7—スイッチ 
(おはよラタイマーランプ） 

点义専用タイマーです。 

タイマー時刻をセツトして使用しまず。 

点:打…おはようタイマー運転中 


isr 117 广 


ご使用の前に 


各部のなまえ 
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ご使用前の準備 

燃料 


A 危険 ( DANGER ) I ガソリン厳禁 


燃料は必ずな油 ( JIS 1号な油）を使用してください。 

ガソリン、変質な油、不純な油（よごれたな油、水の混じった'灯油）などは、絶対に使巧しないでください。 


給油 

必ず消义してか5巧ってください。 


4 給油タンクを取り出し、□金をはずす 

I •給油タンクを取り出し、水平な場所に置いてくださ 
い。 

• 2 っの□金八ンドルを立ててにざり、ち図のはずし 
かたのようにし、上に引き抜いてください。 

※給油タンクは必ず 「 CFF - VK 41 G 」 の純正部品を 
使用してください。 

つ 給油ずる 

^ • 給油ポンプを使用してください。 

•油量計中央の銀色部分び半分か<れた5 (油面び 
半分の位置まできた 5) 給油をやめてください。 
※それじ(上給油すると□金を締めたり、はずしたり 
したとさあふれます。 

ク□金を締める 

yJ •□金とタンクの▽印を合わせて、下に押しなび5 
「ち」へ確実に止まるまで回してください。 

•▽印と〇印び合っていることを確認してください。 
※□金び確実に締まっていないと、□金か5巧油び 
ちれて火災のおそれびあります。 

•こぼれた灯油はよくふさ取ってください。 

•給油□□金を下にして、'灯油ちれがないことを確か 
めて < ださい。 


はずしかた 
①強く下へ巧しながら 
⑤左へ90度回す 

A 印と▽印を合わせる 




《給油するときは、容器内の水やごみが給油タン 
クに入5ないよラにま意してください。 


A 印と▽印を合わせて 

①強く下へ f 甲しな 
が5 

⑤ちへ90度回す 

確実に止まるまで 
A 印と▽印を合わはる 



《□金八ンドルを利用して給油タンクを持ちはこぶ 
とさ、1本では不安定となりますので2本の□金 
八ンドルを持ってください。 

※給油□び変形しますと油ちれの原因となりますの 
で、 ぶつけたり しないでください。 

※給油タンクを落とすと、油ちれすることや、けび 
をすることびありますので注意してください。 

本体にセツトずる 

• 重い のでま意して静かに本体にセットしてください。 


お願い！ ( NOTICE )] こ.ぼれた口油はふいてく 



給油□を下にしたときに、 
こぼれますので、この周辺 
やくぼみの灯油を巧などで 
ふさ取ってください。 


※そのとき、スキマに指を差し込むとケガをしま 
すのでま意してください。 


お願い！ （ NOT に E ) l 変質‘灯油やす純‘口油を使巧してしまったら… 

♦給油タンクの巧油を入れ曽えて、油受ざ5の巧油を抜さ取ってくださぃ。 [ lir " 

※変質な油やす純'灯油が原因でアフターサービスを巧頼されるときは、保証期間中でも有料となりまず。 










































点乂前の準備と確認 


A 注意 ( CAUTION ) I 周囲の確認 


ストーブの上に巧びんなど水のこぼれやすい物を置いたり、燃えやすい物を近づけていないか確認してください。 


ブ 


油ちれの確認 

♦給油タンクおよび置台、ストーブ各部に油ちれ、油 
のたまり、油のにじみびないか確認してください。 



2 


電源の確認 

• 電源は家庭用交流1 00 V です。 

必ず専用コンセントを使用してください。 

♦電源プラグびコンセントに確実に差し込まれている 
か確認してください。 

• 電源コードびストーブの下敷さになっていたり、排 
気筒など高温部にふれていないか確認してください。 



勺給排気筒はずれの確認 

^ ♦背面カバーの孔か5のぞし 


I 背面カバーの孔か5のぞいて排気筒の接続部を点検 
してください。 

(接続箇所びはずれていると、排気ガスびちれて非 
常に危険です） 

I 排気筒は高温ですので排気筒カノ（一を装着し、給気 
ホースびふれていないか確認してください。 



ご使用の前に 


燃料/給油/点义前の準備と確認 
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点义/消义 


燃焼切替ランプ 



運転スイッチを「入」にする 

♦運転ランプ（運転スイッチ兼用）と燃焼切曽ランプび点灯して約4分後に燃焼をはじめます。 


陽 

• 購入直後やシーズン初めの最初の点义時には、1回で点义しないことがあります。 

運おスイッチを入れなおしてください。 

♦また、購入後初めての使用時には、においが出ることがありまずが数分でなくなりまず。 
(塗料やほこりが焼けるためでず。） 



運転スイッチを「切」にずる 

♦すぐに消火し、運転ランプ（運輯スイッチ兼用）と燃焼切督ランプび消灯します。 
• 消火後ち本体び;ちえるまで送風ファンび回り続けます。 


お願い！ ( NOTICE) I 

• 電源プラグをコンセントか5巧いての消义はしないでください。（緊急の場合をのぞく） 

ストーブ本体が熱くなり、何度も繰り返ずと故障の原因になりまず。 

•長期間留守にずるときは必ず電源プラグを巧いてください。また、外出するときは、必ず消义してください。 



使いかた 














室温の調節/表示切替 


設定温度 


遭责^ g 


福点3 * なち^ II 

3桃甲す 



現な温度 


おがずか おはよう 
タイマータイ 7— 



表示切替スイッチ 


温度調即つまみ 


設定された温度で運おするように、ストーブび燃焼量を自動的に調節します。 


このス I ブは、設定温度びあ5かじめ23° C に設定されています C 


ク 


表示切替スイッチを巧して温度表示にずる 

♦温度ランプび点巧します。 

温度調節つまみを「+」か「一」に回ず 

• r 設定温度」を見なび5回してください。 

《温度調節つまみを回し続けると連続して表示が変わりまず。 

• お好みの温度び表示されますとセット完了です。 

設定温度の設定は、己〜3己。 C の間です。 

現在温度が r 設定温度 J より 2‘ c 上がるか 37‘ c になると消义し、 r 設定温度 J 
より1 ’ C 下がると点义して室温調節しまず。 


隆 


•設定温度は室温（現在温度）がその温度に調節されるめやすです。現在温度は家屋の構造や設置条件によつ 
て部屋の温度計とは必ずしも一致しません。 

♦温度調節がうまく行われないときは、ルームセンサー感温部が移動可能（約 30 cm ) でずので、お買い上げ 
の販売店にご相談のラえ、ストーブ本体の別の位置や他の適当な場所に移動して<ださい。 

• 電源プラグをコンセントか5巧いたり停電した場合、設定温度は吕 3‘ C にもどりまず。 


デジタル表示部の切替をします C 

表示切替スイッチを}甲ず 

温度ランプ点口 ►設定温度、現在温度の表示 

時刻ランプ点口 ► 時刻の表示 

タイマーランプ点な►おはよラタイマー時刻の表示 


表巧切替 


室温の調節 


点义/消义 



室温の調節/表示切替 


使いかた 
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燃焼切替 



点検歷 a 

(そラじ） 


ニユー □ チたイルド 

秒速点火□ック 

3が押す 


•巨お • 



設定温度 現な温度 

囲田 

おやすかおはよラ 
タイマータイマー 



燃焼切替スイッチ 


運転 



燃焼切替 


あらかじめ燃焼切替スイッチは自動燃焼、設定温度は 23° C にセットされていますび、 
設定を変えるときは燃焼切替スイッチを押してください。 

自動燃焼 

燃焼切替スイッチの0を}甲ず 

♦設定温度に応じて自動的に燃焼量を選び、室温をコント□-ルします。 

現在温度が設定温度より吕で上がると消义し、設定温度より1 ° c 下がると、自動的に点义して室ミ品を調節 
しまず。 


手動燃焼 

燃焼切替スイッチの極 （§) @感のいずれかを}甲ず 

• 希望の燃焼を選んでください。 

選んだ燃焼量で運転します。 

現在温度が設定温度より己で上がるか37でになると消义し、さ日に設定温度より1で下がると、選んだ燃 
焼量で運転します。 


歐 

•電源プラグをコンセントか!5巧いたり停電になった場合は、燃焼切替は解除され「自動」にもどりまず。 
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1 表示切替スイッチを押してデジタル表示部を時刻表示にずる 

♦時刻ランプび点灯します。 

♦デジタル表示部は現在時刻の表示で「-」になりまず。 


2 時刻調節つまみを「+」か「一」に回ず 

♦1 回、回すと、「-」か5「,||?:扣」に変わります。 

• 時刻調節つまみを1回、回すごとに1分ずつ変わります。 

♦回し続けると連続して変わります。 

♦回し続けて、下1ケタび0になると10分単位で変わります。 


3 セット完了 

♦下1ケタは1回ずつ回して合わせてください。 

♦時刻調節つまみを回ずと同時に時刻はセツトされますので、時報に 
合わせて最後の数字を合わせるとセツト完了です。 


跡 

♦電源プラグをコンセントから巧いたり停電した場合で、時刻表示が「—」になっている場合は、 
現在時刻合わせをやりなおしてください。 

♦現在時刻は、運転中でを停止中でち合わせられまず。 


「+」に回し続けた 


とさの変わりかた 

ご广い n 〇 
•二し,’しいこ, 


二 いつ • 广,〇 
•二し••し•二, 


••〇 • m 


こし, • •し, 


ご口！ • 二いっ 
しし1 •し U 

■•■つ • 〇 


•二し! •二!し！ i 

f 


時計は24時間表示です。 


現在時刻の合わせかた 


時刻ランプ 


点検給油 

(そうじ） 


デジタル表示部 



雪なモ；頁を / T 目な項を 


温度/時刻調節 


國な 


赢3挪 I I 鑛み鱗う 




燃焼切替 運車5 

自動微弱 (§)( 中 ）(§) 



入/切 


表示切替スイッチ 


時刻調節つまみ 


(例）午後8時3已分に合わせるとき 


I が 

か m 


現在時刻の合わせかた 


時刻 


g 切替 



現在時刻の合わせかた 


使いかた 
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い 



おはぶラタイ7—運面 


タイマーランプ 


デジタル表示部 


時刻調節つまみ 



燃焼切替 


運転 



おはよラタイマーランプ 


(運転ランプ） 


おはぶ5タイ7—運拓 


現在時刻合わせをしないと、おはようタイマー運おはできません。 

※おはようタイマースイッチを巧したとを、ブザーが鳴りタイマー日き刻になります。 

(例）午前巨時3已分に運おを開始させたいとき 

1 表示切替スイッチ を巧してデジタル表示部を 

タイマー時刻表5=、にずる 

•タイマーランプび点巧します。（デジタル表示部は 「 S : G 日」と表示します。） 

※おはようタイマー時刻はあらかじめ午前 「 S : 日 G 」 にセットされています。 

2 タイマー時刻を合わせる 

• 時刻調節つまみを1回、回すごとに1分ずつ変わります。 

♦回し続けると連続して変わります。 

•回し続けて、下1ケタび0になると10分単位で変わります。 

夕運輯スイッチ を「入」にする 

♦運起ランプ（運転スイッチ兼用）び点'灯します。 

※運転中はこの操作は不要でず。 

4 おはよラタイマースイッチを押ず 

• おはようタイマーランプび点灯します。 

♦運転び停止し、運転ランプ（運転スイッチ兼用）び消巧します。 

※このときデジタル表示部には3秒間、おはようタイマー時刻が表示され、3秒後にもとの 
表示にちどりまず。 

♦セットした時刻に運転をはじめます。 

—度セツトすると おはようタイマー時刻は記憶されますので 

3と4 の操作でおはぶラタイ7一運拓びでをます。 

おはよラタイマー運乾を中止ずるとさ 

おはよラタイマースイッチを押すか、運おスイッチを「切」にする 
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おやずみタイ 7 —運面 



約1時間燃焼し、自動消义します。おやすみのとさなどにご利用ください。 

運お中に 

おやずみタイマースイッチを押ず 

• おやすみタイマーランプび点灯します。 

• おやずみタイマーランプび点な後約1時間燃焼し、自動ミ肖火しまず。 

♦消火後、運転ランプ（運転スイッチ兼用）は消巧し、おやすみタイマーランプは点巧し続けます。 


自動消乂後、再度運転したいとき 

運おスイッチを巧しなおすか、おやすみタイマースイツチを押す 


メモミ^おはようタイマーセットをに停電や地震びあった場合 


現在時刻、タイマー時刻は解除されまず。 

運転スイッチを r 切 J にして、現在時刻、タイマー時刻のセットからやりなおしてください。 
(デジタル表示部に PSI と表示されまず） 


震のとを 


停電のとを 


おやすみタイマー運乾 


おはようタイマ—運お 



おやすみタイマ—運お 


使いかた 


運転スイッチを巧しなおして、おはよラタイマースイッチを巧してください。 
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おやずみ-おはよミの組合わせ運拓 

/チヤイルド□ツク 


チャイルド □ ツクスイツチ 



現在時刻じがとおはようタイマー時刻^をセットする。 
運お中に 


ク 


おやずみタイ7—スイッチ 

を巧ず 

• おやすみタイマーランプび点巧します。 

♦約1時間燃焼してか5、自動消火します。 


おはよラタイマースイッチ 

を巧す 

• おはよラタイマーランプが点灯します。 



♦おはようタイマーをセットした時刻に運転をはじめます。 

タイマー運転を中止ずるとき 

おはよラタイマー運おを中止する►おはよラタイマースイッチを押す 
おやすみタイマー運おを中止する ► おやすみタイマースイッチを押す 


チヤイルド□ツ 



ルさなお子さまのいたず5や、誤操作をふせぎます。 

チャイルド□ックスイッチ を押ず 

約3枝)巧すと、チャイルド□ックランプび点灯します。 

解除ずるとき 

チャイルド□ックスイッチ を押ず 

約3秒巧すと、チヤイルド□ックランプび消灯します。 


運おスイッチ r 入 J のとを 


運転「切」はでさますびその他の 
操作はでさません。 


運面スイッチ r 切 J のとを 


チヤイルド□ツクの解除 L ソかのずべ 
ての操作はでさません。 




♦エラー表示び出たとさは、チャイルド□ックを解除してか5医 3 の処置をしてください。 


使いかた 
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ニユー□秒連点义 



ユー□秒速点义ランプ 


給油 « n ^ 


設定温度 


現な温度 


. チトイルド 
も速点义□ック 

3ネ少押す 



囲团 

お听すみ おはよ3 
タイ7—タイフー 


:ュー□秒速点乂スイッチ 



ブ 


早く点义させたいときにご利用ください。 

あ5かじめ 

ニュ ー□秒速点义スイッチを巧しておく 

• ニュー□秒速点火ランプび点滅します。 

※点滅か5点なに変わると秒速点义することができます。 


ク 


運輯スイッチを「入」にずる 

I 約1己秒で点义します。 

ニュー□のはた！5を（ニュー□秒速点义） 

点义待機時のノ（ーナー温度制御にニュー□技術を導入しました。 

使用する時間帯などの生活パターンを学習して、バーナー温度をコント□ール 
し、消費電力を抑えなび5約1已秒で点火でをるようになりました。 

※ニュー□により学習した時間帯（よく使用ずる時間）む外で使用ずると点义に 
1己秒に Lb かかることがあります。（ニュー□秒速点义ランプが点滅していまず。） 


解除ずるとき 

ニュー□秒速点义スイッチを}甲ず 

ニュー□秒速点火ランプび消灯します。 




♦ニュー□砂速点火スイッチを押してを最初は予熱に約4分かかります。 

♦ニュー□砂速点火びセットされているとさは、平巧1 SOW の消費電力びかかりますので長時間使用しないとさは 
ニュー□秒速点火を解除してください。 

♦ニュー □ 秒速点火の待機中はス I ブの上面び予熱ヒーターにより暖かくなります。 

また、金属部び伸び縮みして「ピン、ピン」と音びずることびありますび、どち5を異常ではありません。 
♦時々、「カチッ」と音びして照明び一瞬暗くなることびあります。 


-□秒速点火 


おやずみ.おはようの組合わせ運お/チャイルド□ック 



I ユ—□秒速点火 


使いかた 
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お手入れのしかた 


水警告 ( WARNING ) I はずれを巧 


使用中、においびしたり目びしみる場合は、排気筒やパッキン部の接続部か5排気ガスびちれていることび考 
え5れ危険です。給排気筒（管•ホース）び正しく接続されているか点検後、お買い上げの販売店、またはも 
よりの「お客さまご相談窓□」（別紙）にご相談ください。 


水注意 ( CAUTION ) I 電源プラグを巧ぃて 

お手入れは、運転スイッチを「切」にし、ストーブび完全にを 
えてか5電源プラグを巧いて行つてください。 

また、電源プラグはめれた手で抜さ差しをしないでください。 


A 注意に AUTI 0 N ) I 電源プラグのぉ手入れを 

電源フラグの先端部分の間にほこりおよび金属物びたまつてい 
た5掃除をしてください。 

※発义のおそれがあります。 （ トラッキング現象といいます） 




使用のたびに 


周囲の可燃物 

♦ス I ブや排気筒および給排気筒トップの周囲に燃 
えやずい物びないか常に確認してください。 


油ちれ、油のたまり、油のにじみ 

♦給油タンクおよび置台、ストーブ各部に油ちれ、油 
のたまり、油のにじみなどがないか点検してくださ 
い。 

※巧などでふき取っても、同じところに油もれなど 
ができるときは使用するのをやめ、お買い上げの 
販売店、またはもよりの「お客さまご相談窓□」 
(別紙）にご相談ください。 


給排気筒トップの点検 

• 雪などで給排気筒トツプがふさびれていないか点検 
してください。 


給が気筒トップ 



ミ由だまり 











































月に 1 〜 2 回 


231 ^ 


ファンガードの掃除 

ごみ、ほこりが付着ずるとストーブ本体内が過熱し、 

過熱防止装置がはた5き、消义ずることがあります。 

点検（そラじ）ランプが点なします。 

♦月に2回じ(上行ってください。 

背面カバー（上）をはずし、掃除機のすきまノズル 
などでされいに掃除してください。 

(ほこりがをい部屋では特に注意してください） 

ほこり、よごれのそラじ 

♦ス I ブ本体のよごれは柔5かい巧でふくか、特に 
よごれのひどいとさは薄い中性洗剤をしみこませた 
巧でふいてください。 

※中性ミ先剤むが（アルカリ性•酸性洗剤）は、使用 
しないでください。さびの原因になります。 

♦温風吹出 □ (ルーバ ー) についたほこりは掃除機で 
取り除いてください。 

のぞさ窓の点検 

♦のぞさ窓にススが付着して透明度び悪くなったとさ 
は、燃焼の異常び考え5れますので、お買い上げの 
販売店、またはもよりの「お客さまご相談窓□」（別撇 
にご相談ください。 




のぞを窓 



广年に1〜2回 


排気筒の点検 

♦排気筒とその周囲にごみやススびついていないか点 
検してください。 

♦排気筒の接続部のゆるみ、腐食、固定状態を点検し 
て異常びあればなおして < ださい。 

ほ f 気ガスび室内にをれた場合、一酸化炭素び発生 
して危険です） 

給気ホースの点検 

• 給気ホースの損傷や排気筒への接触びないことを点 
検してください。 

♦給気ジョイントの孔にごみ、雨水やほこり、くもの 
巣などび付着していないことを点検してください。 




お手入れのしかた 


お手入れ•そ 
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お手入れのしかた 




給油フィルターの掃除 


※必ず消义してか5行ってくださし、。 


給油□ストレーナの中にある撤由フィルターにごみや水び 
たまるとな油の流れび悪くなり r 点火ミス」や「途中消火」 
の原因となります。 

1 給油タンクを取り出す 

つ 給油ロストレーナを油受ざ5か5はずす 

之 ※給油□ストレーナにたまったごみを油受ざ5に落と 
さないよラに注意してください。 

J されいなな油ですすざ洗いする 

※水洗いは絶対にしないでください。 

4 もとどおり油受ざ5にセットする 

♦油受ざ5の上面に灯油びこぼれていた5ふさ取って 
ください。においの原因になります。 


給油□ストレーナ 



广 


L 


-1 

すすさ’洗いできれいにならないときは、給油フイルターを交換してください。 ' 

(給油フイルターは別売部品です） 巧す 1 


A 給油□ストレーナを逆さにして給油フイルターの 
/ 底部を軽く巧してはずしてください。 


/>新しい給油フィルターを4力巧の凸部の下へ巧し 
/ 込んでください。 



油受ざ5の水巧さ-油巧さのしかた 

水び混入して燃焼び停止したとさや、変質な油を使用してしまったとさは、次の要領で水や変質な油を 
巧き取ってください。（必ず消火してか5行ってください。） 


1 r 給油フィルターの掃除」の要領で給油タンク、給油□ストレーナを取り出してくださし、。 


ry 給油タンク扉を開けて、市販の給油ポンプ（手動式）のカット面を下にして、油受ざ日のくぼみに 
/ 差し込んで、水（'灯油）を抜き取ってください。 


ク 給油□ストレーナをセットし、こぼれた巧油をふき取ってください。 

J ※水の混じつた灯油や変質灯油は新聞紙などにしみこませて廃棄してください。 


♦処置をしてち燃焼しないとさは、お買い上げの販売店、またはちよりの「お客さまご相談窓□」 
(別紙）にご連絡ください。 







































熱交換器の一部がうすくホ熱する。 


燃焼中、炎がオレンジ色に輝 C 


とさどさ「コンコン」とか「ポコポコ」 
という音がずる。 

おはよラタイマー運転がセツトでさない。 

おはよラタイマー運転をセツトしてち 
運転しない。 


/ 


煙やにおいが出る。 

点 

巧めて使用 
するとを 
(購入直後> 

電磁ポンプの振動音が大定 

义 

かったり、異常燃焼する。 

時 

点火•謙麵しく 

シーズン巧 

• 

消 

め） 

途中消义ずる。 


く 

义 

「ピン、ピン」 

と音がする。 

時 

ん 

消义後すぐに再点义しない。 


撤由タンクか6油もれびある。 


給油タンクに灯油が入つているのに給油 
ランプび点滅し、燃焼しない。 


•給油□□金にごみびつまっていたり、ゆるん 
でいませんか？パッキンが入っていますか？ 
確認し、確実に締めてください。 




が 


>撤由フィルターにごみや水びつまっていませんか？ 
掃除をしてください。 

I 油受ざ5内に水びたまっていませんか？ 

水抜さをしてください。 




• 塗料やほこりなどび焼けるためです。 

_1〇〜1己分程度、窓を開けて換気してください。 

•電磁ポンプ内に空気び入っているためです。 
空気び抜ければ正常になります。 


• I 灯油び正常に供給されていないためです。 

給油タンクび確実にセットされているかチェックした 
ラえで運転スイッチを入れなおしてください。 


• 金属部び伸び縮みする音です。 
異常ではありません。 


•消火後すぐには点义しないことびあります。 

ノ（ーナーの予熱中ですので1〜2分待ってください。 


• 燃焼時に赤熱ずるとをびありますび、 r 点义しない」 
r 途中消火する」などの現象びなければ異常ではあり 
ません。 

• 青炎び最良の燃焼状態ですび、炎色反応により炎び 
オレンジ色に輝くときびあります。 

• ミ毎岸に近いところなど空気中に塩分のをい場合。 

• 空気中にちりやほこりのをい場合。 

• 空気中に水分がをい場合。 


• 巧油び給油タンクか5油受ざ5に流れる音でず。 


• 現在時刻びセットされていない。 （-- 

—表示） 

•停電や地震、強い衝撃びありましたか？ 



確認して、タイマー運転のセツトをしなおしてくださ 

い。 


1が 

J 

•時刻をまちびえてセツトしていませんか？ 



運転していないのにストーブの上面が 
かし熱くなる。 


ニュー□砂速点火の待機中です。 

使用しないとをは解除してください。 


邸 


I 巧障かな？と届[つた6 

次のよラな状態は故障ではありません 

修理を依頼される前にもう一度お確かめください。 

症 状 >1 原 因 


燃焼 時 夕 V 了運転時 

J 广 


その他 


お手入れのしかた/故障かな？と思つた5 


お手入れ.そ 
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I 巧障かな？とおった 6 

この表で調べてください 

故障.異常の場合は安全装置び働いてエラー表示とランプでお知5せします。 


点検ランプ 
(そラじ） 


給油ランプ 


/ 


嫌 * が 。 S 


ニュ- □ チ t イルド 
秒’速点义 □ツク 

3巧押す 



エラー表示 



燃焼切替 


運転 



エラー表お • ランプ部 


CC 


し! 


CC 


点検（そうじ）ランプ点な 


巧 


•二!ピ 

点検（そうじ）ランプ点打 


原 因（作動したまを装置) 


• 点火5スしたり燃焼状態び異常になった。（点火ち全装置) 


• 燃焼状態び異常になり途中消火した。（燃焼制御装置) 
• 水び混入した。（燃焼制御装置） 


•±也震（震度約己しソ上）や強い振動、衝撃を受けた。 
(対震自動消火装置） 


•電源プラグび抜けた。 
•停電した。（停電ち全装置) 


• ストーブび異常高温になった。（過熱防止装置） 

•ファンガードにごみ、ほこりび付着している。（過熱防止装置) 
•ストーブの前に障害物びあり、高温になった。（過熱防止装置) 


•排気筒センサーび作動した。ほ f 気筒センサー) 


•ストーブの前に障害物びあり、高温になった。（過熱防止装置) 


ランプ部、表示部 
全てび消なしている 



給油ランプが点な、点滅する 


•電源プラグび抜けている。 

•停電している。（停電安全装置） 

•給油タンク、油受ざ5、給油フィルターにごみや水び入っている。 
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•処置をしてもなお日ないとき 
• 下表じ1がのエラー表示になったとき 


電源プラグをいったん巧き、再度電源プラグを差し 
込んでか5、運転スイッチを巧します。 


それでも同じ症げが出るときは電源プラグを巧き、 
お買い上げの販売店、またはもよりの「お客さまご 
ホ目談窓□」（別紙）にご連絡ください。 

※電源プラグを巧いたとき、プラグの巧を上向きの 
ままおかないでください。踏むとけがをしまず。 


処置 方 


ま 


I 運転スイツチを入れなおす。 


I 運転スイツチを入れなおす。 
I 油受ざ5か5水を抜く。 




I 周囲の可燃物、ストーブの損傷、油ちれ、給排気筒のはずれなど異常び 
ないことを確認してか5、運転スイツチを入れなおす。 


•電源プラグをコンセントに差し込む。 

• 再通電後、運転スイッチを入れなおす。 


• ストーブびをえてか5フアンガードを掃除し、運転スイツチを入れなおす。 
• 前方障害物を取りのぞさ、運転スイツチを入れなおす。 


20 r [ 27 j^ 


I 排気筒の点検-清掃を行う。 




I 前方障害物を取りのぞさ、運転スイツチを入れなおす。 


却 


•電源プラグをコンセントに差し込む。 

• 再通電後、運転スイッチを入れなおす。 


I 給油後、運転スイッチを入れなおす。 


巧 


I 給油タンクを掃除する。 

I 給油フィルターを掃除する。 

I 油受ざ5の水を抜さ、掃除する 




故障かな？と思った5 


お手入れ•そ 
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■定期点検 

2シーズンに1回の定期点検のおずずめ 

♦ス I 'ーブは年月の経過により構成部品び劣化します。ご使用条件や運転状況によりス I 'ーブの性能に影響をおよぼ 
し、機能をじゅうぶんに発揮できなくなることびありますので、2シーズンに1回の定期点検を実施してください。 

定期点検のご相談は、お買い上げの販売店、またはちよりの r お客さまご相談窓□」（別紙)、修理資格者[(財）日本 
石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-3499-2928) で行う技術管理講習会修了ち（石油機器技術管理±)など]のいる 
店までお問い合わせください。 

(点検費用など詳しいことは販売店にご相談ください） 

消耗-努化しやすい部品 


長期間の使巧で消耗•ち 
化しやずい部品 

モーター軸受け、点火プラグ、フレーム□ッド、 

が気筒接続部の OU ング ( J 旧 B 24014種 D P 34)、 

各種パッキン、電気回路の各接点、電流ヒューズ、給油フィルター 

特殊環境（大気巧染•塩 
害. 温泉喜など）で劣化 
しやずい部品 

排気筒、給排気筒、電気回路の各接点 

変質-す純'灯油の使用で 
ち化しやずい部品 

電磁ポンプ、フレーム□ッド、給油フィルター 


I 巧管 (長期間使用しないとき) 


1 電源プラグを巧く巨了 


油受ざ5の孔あさの原因になります。 


ク本体の掃除をする区が^ 

4 各部分を点検し、具合の悪いところは修理を依頼する 


C 本体にカバーをかける 

^ ♦できるだけ据付けしたまま保管してください。 

♦取りはずした場合は、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
♦次に据付けを行うとさは必ず工事専門店に依頼してください。 


つ 給油タンク、油受ざ5の打油を巧く 

^ ♦水やごみを残したまま保管しますと、タンク内面のさびや、 
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I 部品交換について 

♦補修部品はサンヨー石油温風暖房機 「 CFF - VK 41 G 」 の純正部品を使用してください。 

専用(かの部品を使用して万一故障や事故び発生した場合、製社は責任を負いかねます。 

部品交換の際は、お買い上げの販売店、またはもよりの r お客さまご相談窓 aj (別紙)、修理資格者[(財）日本 
石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) で巧う技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など]のいる 
店に依頼してください。 

I 仕様 


'型式の呼び 

CFF - VK 41 G 

種 類 

回転霧化式-強制給排気形-強制対流形 

点义 方式 

高圧放電点乂式 

使用 燃料 

打油 (JIS ] 号灯油） 

燃料消費量 

最大 

0.44 曰 L/h 

最小 

0.273 L/h 

熱効率 

最大 

88.4% 

最ル 

89.0% 

暖房出力 

最大 

4 .□日 kW 

最小 

2.50kW 

油タンク容量 

7.0L 

暖房のめやす 

温暖地 

木造]]畳•コンクリート]曰畳 

きを地 

木造]]畳•コンクリート] 7 畳 

外形 づ 

法 

高さ已已已 mm • 幅已 □□mm . 奥行 38 已 mm (置台.背面カバーを含む） 

質 量 

18kg 

電源電圧および周波数 

単ホ目] 00V 已 0/ 己 OHz 

電流ヒューズ 

125V 10A 

定格消費電力 

最大消費電力（点火時） 570/570W 
(ヒーター容量已已 0W) 

最大燃焼時 34/36 W 
最ル燃焼時 25/27W 
運転スイッチ r 切」時已/已 W 

給排気筒お式 

CFK-T66C 

給が気筒呼び径 

D34 

給排気筒壁買通部穴径 

直径 6 曰 mm (壁厚 90mm 〜 300 mm) 

延長 配管 

3m3 巧びりじ(内（ス 1 -ーブの出口の巧びりを含む） 

排気 温度 

最大燃焼時 SSO’CLU 下 

安全装置 

対震自動消火装置、過熱防止装置、点火安全装置、燃焼制御装置、停電安全装置 

その他の装置 

排気筒センサー 

付属品 

給排気筒セット、傾斜フランジセット、スリーブ、スペーサー 

工事説明書（墨面型紙）、取扱説明書、金具ビスセット ， 


•段ポール箱に表示してある型式末尾の （） 内の記号は、商品の色柄を表しています。 
適室算定は（社団法人）日本ガス石油機器工業を算定基準によるものです。 


故障したをのは絕巧に®用しないで<ださい。 


定期点検/保管/部品交換について/仕様 



お手入れ•そ 
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I 据付け•あ設 

据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

据付けや移設工事は販売店または据付け業ちに依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


据付け場所の選定 

ストーブの据付けは別紙の工事説明書に従ってください。 

その他にち各種の条件がありますので確認してください。 

イ 义災予防条例 

' ♦各地の火災予防条例に従ってください。 

(家庭用交流 lOOV ) を使用して 

ください。 

ク積雪のをい地方の注意 

^ • 給が気筒トップ周辺は常に新鮮な空気が必要です。 

(開空間を作5ないこと） 

• 積雪のをい地方では、給排気筒の回りび雪でふさがれないよラに注意してください。 

また、風びよどむような場所では、排気ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびありますので注意して 
ください。 

4 集合煙突の禁止 

♦集合煙突を使用しての給排気工事はでさませんので絶対におやめください。 




標準据付け例 


ス I プと可燃物との基準寸法です。 

•ストーブは障害物や可燃物（木監合板壁、ふすまなど） 
か5ち図に示ず距離をとってください。 

特に力ーテンなどびス I つ '、排気筒にふれないように 
してください。 

义災の原因になります 

※前方に障害物びあると、温風でス I ブび高温になり、 
プラスチック部分び変形したり、故障することびあります。 
※マントルピースなどに設置する時は、ス I ブ前面び壁 
面より内側に入5ないようにしてください。 



お願い！ ( NOTICE ) I 熱に旨弓い巧面ではほ用しない 

♦新しい畳、熱に弱い力ーペットや床面で使用すると変色したり、床面のそりやひび割れの原因になります。 
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据付け後の確認 


ク 

3 


• 給排気筒の基準寸法を守っていますか。 

• 給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がり L ソ下になって 
いますか。 

• コンセントの位置は歩行ちが電源コードを引っ掛けやす 
い位置にないですか。 


据付けび終わりました!5、ちう一度工事説明書の「を全のためおずお守りください」に従って据付け 
5れているか、確認してください。 

f ♦ス I ブはス I ブ固定金具で壁に固定されていまずか。 

♦ス I 'ーブは丈夫で水平な床面に据付け5れ、可燃物との 
距離びじゅラぶんにありますか。 

※温風の出□の前方は必ず1己 0 cm む上あけてください。 

《义災およびス I ブの故障の原因になります。》 



4 - 


給油タンクおよび置台、ス I ブ各部に油のちれ、油のたまり、油のにじみはありませんか。 


試運転 


1 


試運転は販売店または工事店と~緒におず行ってください。 

運お準備 

♦給油タンクに巧油を入れ、給油タンクおよびス I ブ各部に油ちれびないですか。 
♦電源プラグびコンセントに確実に差し込まれていますか。 


ク 


点义 

♦運転スイッチを「入」にしてください。 

運転ランプ（運転スイッチ兼用）び点灯し、約4分後自動的に燃焼をはじめます。 

• 点义ミスをしたとさは運転スイッチを巧しなおしてください。再び点火動作をはじめます。 

正常運おのめやす 

•青炎または青炎の中にホ义が少し入る燃焼が正常でずので、のぞき窓から確認してくださし、。 


3 


消义 

♦運転スイッチを「切」にしてください。 

運転ランプ（運転スイッチ兼用）び消なし、消火します。 


お手入れ.そ 
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I アフタ-ヴ-ビス 


保話書について 

添付しております保証書は販売店でおミ度ししますか日、所定事項の記入および記載内容をご確認のラえ 
保をして < ださい。 


保註期間はお買い上げの日より1年間（燃焼部分は3年間）でず。 


•保証書の記載内容によりお買い上げの販売店び修理いたします。その他の詳細は保証書をご覧ください。 
•保証期間び過ざてか日の修理については、お買い上げの販売店、またはもよりの「お客さまご相談窓口」 
(別紙）にご相談ください。お客さまの希望により有料修理いたします。 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項-ま意事項および通常使用に反して使用され 
た場合の故障-事故は捕償いたしません。 

補修用性能部品の保有期間について 


石油温風暖房機の補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後、7年です。 

心 ^ 

• 補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

転居される場合 

• 電源周波数の異なった地域への転居でちそのままご使用いただけますび、高地への転居、高地か日の 
転居は調整び必要ですので「お客さまご相談窓口」（別紙）にご相談ください。 


アフタ—ヴ—ビス 


お手入れ•そ 
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アフターサービス 

ご相談や修理は- 


家電製品に ついて ①ま般的な ご 相談 5 洋 電機 ㈱ お客さまい夕-! 

受付時間： 9： 00-18:30 (3 巨已曰） 

総合ホ目談窓口 〇已 0-3 11 6-3434 

※上記番号をご利用でさない場合は 

大阪 (06) -巨 994-9 已70 におかけくださし、。 

♦故障修理を依頼されるとさは 

次の事項をご連絡ください 

① 故障の状況 

② 型式に FF - VK 41 G ) 

③ 製造番号（本体ち側面のラベルに記入してあります） 

④ お買い上げ年月曰 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 


《郵便または FAX でご相談される場合 
兰洋電機（巧）お客さまセンター 

〒已 70-8 己77大阪府守口市京阪本通2-已-巳 
FAX :大阪 (06) 己 994-9 已] 0 

修理や部品に関するご相談は、お買い上げの販売店、 
または別紙の [修理相談窓 □! にご依頼ください。 


♦お客さまメモ 

アフターヴービスのご連絡に便利です。 


お買い上げ年月日 年 

月 

曰 

お買い上げ販売店 



電話 （ ) 

— 


[担当 




お客さまご相談窓□におけるお客さまの個人情報のお取り巧いについて 


お客さまご相談窓□でお受けした、お客さまのお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は適切に管理いたします。また、お宮さまの 
同意びない限0、業務委託の場合および法令に基づさ必要と判断される場合を除を、第云ちへの開示は行いません。 

<利巧目的> 

• お客さまご相談窓口でお受けした個人情報は、商品-サービスに関わるご相談-お問合せおよび修理の対応のみを目的として用います。 
なお、この目的のために云洋電機(株)および関係会社で上記個人情報を利用することびあります。 

<業務委託の場合> 

♦上記目的の範囲内で対応業務を委託する場合、委託先に巧しては当社と同等の個人情報保護を行わせるととわに、適切な管理-監督を 
いたします。 

個人情報のお取り扱いについての詳細は、ホームぺージ http://www.sanyo.co.jp をご覧ください。 


愛情点検 


長年ご使用の石油温風暖房機の点検を！ 


口 


こんなをがは 
あ0ませんか 


♦ 油われびする 

♦白煙び出たり、強いにおいびする 
♦運転中、異常な音びする 
♦ 何度わ同じエラー表示び出る 
♦ その他の異常や故障びある 


L 故障や事故の防止のためおず販売店、 

使用中止 またはわよりの「お客さまご相談窓□」 
側紙）に点検をご欄ください。 


《2シーズンに1回程度の定期点検を実施してください。 


与ず電機巧す舍社 

干37日-日日9目群馬県邑楽郡大泉町あ田1了目1蚕]号 

この商品は巧かでは使用でをません 。 (FOR USE IN JAPAN ONLY) 


この取扱説明書は再生紙を使用しています。 


73164120347001 






































